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第2回常任幹事会　議事録（案）
	日　時
	2021年8月27日（金）
13:30~15:30　
	場　所
	WEB会議（Webex会議）

	出席者
	栗原誠, 長谷川浩, 内村智博, 北川慎也, 加藤亮, 眞塩麻彩実, 安井孝志, 村上貴哉, 飯國良規, 金継業, 佐澤和人, 高橋透, 立石一希, 手嶋紀雄, 湯川博, 藁科知之
（計16名）、（メール審議:太田一徳, リムリーワ（計2名）,オブザーバー:大谷肇， 事務局: 松下純恵）

	議　事
	

	1.  2021年度第1回常任幹事会の議事録を確認した。                     　　　　　　　　　　（資料1-1）
2.  2021年度事業について各事業担当者（代理含む）から進行状況が説明され、これらを承認した。 （資料2-1）
主催事業
[1] 講演会
（1）北陸地区講演会について担当者（内村智博）より実施状況が説明された。    　　　　　　　　（資料2-2）
開催日：2021年7月16日（金）　13:30～16:30
場　所：オンライン開催
講　師：栗原誠（静岡大），坂江広基（福井県立大）, 宗伸明（佐賀大）
（2）長野地区講演会について担当者（金継業）より準備状況が説明された。   　　　　　　　　　　（資料2-3）
開催日：2021年9月30日（木）　13:30～17:00
場　所：信州大学理学部 2講義室　オンライン同時中継開催
講　師：冨永昌人（佐賀大），上田忠治（高知大），瀬戸康雄（理化学研）
（3）愛知地区講演会について担当者（湯川博）より準備状況が説明された。    　　　　　　　　　（資料2-4）
開催日：2021年10月20日（水）　14:00～16:00
場　所：オンライン開催
講　師：鳴瀧彩絵（名古屋大），江口暁子（三重大） 
[2] 講習会
（1）第31回基礎及び最新の分析化学講習会について担当者（湯川博）より準備状況が説明された。（資料2-5）
開催日：2021年11月9日（火）　10:00～16:50
場　所：オンライン開催
主　題：最先端生命科学領域における分析化学 
[3] セミナー
（1）第39回分析化学中部夏期セミナーは本年度開催せず、2022年度に延期する。
（2）「分析中部・ゆめ21」若手交流会・第21回高山フォーラムについて担当者（間中淳）に代わって加藤亮庶務幹事より準備状況が説明された。 　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料2-6）
開催日：2021年11月13日（土）
場　所：オンライン開催
講師：中部分析化学奨励賞講演2件
　　　村上貴哉（石川県警科捜研），眞塩麻彩実（金沢大）
　　　招待講演2件
　　　羽切正英（福島高専），Mohamad Rafi（Himpunan Kimia Indonesia）
共催事業
[1] 第52回中部化学関係学協会支部連合秋季大会について、担当者（栗原誠支部長）より準備状況が説明された。
（資料2-7）
開催日：2021年10月30日（土）・31日（日）
場　所：オンライン開催
特別討論会テーマ： 広がる分析化学の可能性－分析化学の最先端－
講師：招待講演2件
　　　長谷川浩（金沢大），服部敏明（豊橋技術科学大）
　　　依頼講演4件
　　　轟木堅一朗（静岡県大），湯川博（名古屋大），淺沼俊倫（静岡県工研），石橋佳奈（静岡県工研）
　　　　　　

  

	加藤亮庶務幹事より2件の共催事業の説明があった。この2件について例年通りの共催依頼であったため，第1回常任幹事会での承認事項に従い支部長，庶務幹事，会計幹事の判断で承諾したことが報告され，これを承認した。
[2] 第120回東海技術サロン (CSTCフォーラム)                                            （資料2-8）
主　催：東海化学工業会，（公財）中部科学技術センター，（公社） 化学工学会東海支部
開催日：2021年9月13日（月）
場　所：オンライン開催（Webex）
　[3] 東海化学工業会セミナー「CO2 削減に関する研究開発の最前線」　　　　　　　        　　　　　   （資料2-9）
主　催：東海化学工業会
開催日：2021年11月26日（金）
場　所：今池ガスビル　ダイヤモンドルーム会議室（名古屋市千種区今池）
　　　　（コロナウイルスの感染状況によりオンライン開催となることがあります）
協賛事業
加藤亮庶務幹事より3件の協賛事業の説明があった。この3件について例年通りの協賛依頼であったため，第1回常任幹事会での承認事項に従い支部長，庶務幹事，会計幹事の判断で承諾したことが報告され、これを承認した。
[1] 第２８回東海高分子基礎研修コース                 　　　　　　              　　　　  （資料2-10）
主　催：高分子学会東海支部
開催日：2021年10月18日（月），19日（火）
場　所：オンライン開催（Zoomを使用）
[2] 色材アドバンストセミナー２０２１ ～見えぬけれどもあり、見えぬものでもある～               （資料2-11）

主　催：一般社団法人　色材協会　中部支部
開催日：2021年12月1日（水） 13：00～17：30
場　所：オンライン開催
[3] 2021年度色材分析講座 ～“カラーデザインとトレンド”に関する技術を探る～                   （資料2-12）

主　催：一般社団法人　色材協会　中部支部
開催日：2021年10月15日（金） 13:00～17:15 （予定）
場　所：Zoom によるオンライン開催
その他
[1] 常任幹事会：第1回常任幹事会　2021年4月23日（金）（Cisco Webex Meetingによるオンライン会議）
第2回常任幹事会　2021年8月27日（金）（Cisco Webex Meetingによるオンライン会議）
第3回常任幹事会　2022年1月21日（金）（Cisco Webex Meetingによるオンライン会議）予定
[2] 役員総会　：2022年1月21日（金）（Cisco Webex Meetingによるオンライン会議）予定
[3] 北陸地区役員連絡会
第1回　2021年7月16日（金）11：30～12：30 

会場：オンライン開催（Webex Meeting）
第2回　2022年1月7日（金）（予定）


会場：オンライン開催（予定）
3.  2021年度会計収支中間報告が安井孝志会計幹事より示され、これを承認した。　　　　　　    （資料3-1）
4.　中部分析化学奨励賞設立の経緯について栗原支部長より説明があり中部分析化学奨励賞の規定について確認した。さらに、中部分析化学奨励賞審査の目安について、これまでの議論から次のように提案され、これを承認した。
「・本賞の設立は、もともとは本部奨励賞への中部支部からの推薦候補者の発掘と奨励を主目的に行われた。・平成24年の改定により、年齢制限を現在の40歳に引き上げた。・これにより、本部奨励賞を惜しくも受賞されなかった方も対象となり、賞の主旨も多少変わったが、当初の主旨も依然として考慮すべきである。・中部支部奨励賞受賞はこれを最終目標とするのではなく、次のステップを目指して切磋琢磨していただく意味で、受賞のハードルをあまり上げすぎず、さらなる向上を目指していただくよう背中を押すことが重要である。・以上の主旨と経緯を踏まえ、審査をしていただく。また必要な場合は、奨励のためのコメントを付した受賞とする。」                                                                     （資料4-1,4-2）

	5.  2021年度役員総会について、新型コロナウイルス感染者数が増大している状況から、オンライン開催とすることを承認した。また、2021年度役員総会をオンライン開催とするに当たって、次期支部長を決定する為の投票方式について議論し、Webex meetingの投票システムを用いることとした。  

6.  2023年開催予定の第83 回分析化学討論会（中部支部担当）の実行委員長及び開催場所について審議した。

7.　 日本分析化学会中部支部運営細則の改正について栗原支部長より提案があり、これを承認した。2021年8月の日本分析化学会本部理事会において学会賞等各賞の規定が変更され、推薦書等の各種書類の様式、書類の提出方式が一部変更されることから支部としてもこれに対応し、提出方式をオンライン化する必要があるとの説明が栗原支部長よりなされた。また、今回の中部支部運営細則の改正は中部支部内規の第13条を適用して本常任幹事会で行い、その決定事項を次の役員総会に報告し、その承認を得ることとした。                                          （資料7-1,7-2）
8.　 化学関係学協会合同事務局2021年度第1回運営委員会の報告があった。その中で、事務局職員への業務発注に関して契約外の業務発注を行わないよう注意があった。また合同事務局で管理する中部支部の預金管理方法について、事務局の業務効率化のためにインターネットバンキングへ移行することの是非に関し議論し、三井住友銀行のインターネットバンキングに移行する方向性となった。
　　ただし、中部支部の預金が現在みずほ銀行に口座があるが、みずほ銀行のインターネットバンキングは経費が高いため、三井住友銀行へ銀行を変更することの可否を本部に問い合わせ、それを受けてメール審議を行うこととした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料8-1）
　　　本件については、現在9/10 – 9/ 17 のメール審議（審議事項2）を行っており、その結果を追記予定です。
9.　 中部化学関係学協会支部連合協議会2021 年度 第1 回支部長会の報告があった。                   （資料9-1）
10. 日本分析化学会2021年度第3回理事会の報告があった。本部の財政状況、大会運営業務等の請負会社の変更、2021年度分析化学討論会における実行委員会委員（非会員スタッフ（アルバイトではない大学教員）を含む）への謝金支払、年会及び討論会の準備状況、学会賞等各賞規定の変更について報告があった。 　　　　　　　　　　　（資料10-1）
11.  2021年度日本分析化学会中部支部役員名簿が確認された。訂正があれば、加藤亮庶務幹事に連絡することとした。　　　　　　　　　　　　　　　　　                                           （資料11-1）

その他
12. 日本分析化学会中部支部役員のうち、参与の年齢を現在の60歳から65歳へと引き上げる案について議論した。他支部では参与の年齢に関する規定がないことが報告された。結論は出さず、引き続き議論していくこととした。
13　湯川博常任幹事より、日本分析化学会分析イノベーション交流会主催のものつくり技術交流会2021 in 関西について紹介があった。
以上


